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この１３０知っていましたか？

イミヲ

半田商工会議所は今年で創立130周年を迎えます。
そこで今年度のカイギショゲッポウでは、「創立130周年特集」
を毎月掲載します！
前半では、当所が創立した1893年～現在に至るまでの当所の
歴史を、世界や半田市の動きと照らし合わせながら紹介しま
す。皆様も、一緒に歴史を振り返ってみませんか？

第5回目の今回は、2004年（平成16年）～2013年（平成25
年）までの10年間を振り返っていきます。

知多酒で乾杯
 ～半田市知多酒で乾杯を促進する条例～

2013年10月2日、半田市は知多半島の蔵元が造る「知多酒」での乾杯を市民に勧める条例を制定しました。
市には知多酒の普及に必要な措置を、市内の酒蔵には乾杯の普及のための取り組みを、市民にはそれらへの協力を
それぞれ求めています。（従わなかった場合の罰則はありません）
この条例は中身は柔らかな「協力の呼びかけ」。酒どころならではのアイデアで、知多酒をはじめとする知多半島の醸
造品や醸造文化、伝統文化への理解を深めてもらうことを目的とし、醸造産業の振興を後押しします。乾杯は「知多
酒でかんぱ～い！」
今年は知多酒で乾杯条例が制定され10周年です。     
        

第１４代会頭　榊原 卓三
２００７年１１月1日～２０１６年10月31日

第１３代会頭　　内田　榮一
２００４年11月1日～２００７年10月31日
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２００５年（平成１７年） 
住みよい街づくりの推進を目的に新時代のシンボルロー
ドづくり構想を立案。中部国際空港開港、愛・地球博開
幕を記念して、2005年（平成17年）3月に開始した。そ
の年に青山武道館北側の神戸川沿いにソメイヨシノ
10本を植栽した。
その後も事業を進め、2006年（平成18年）に神戸川右
岸沿い（新成岩橋から新宮橋区間）の約800ｍに93本
の桜並木が完成した。
翌2007年（平成19年）から3年間、桜並木の間に低木
「ユキヤナギ」を植樹し、緑化構想を推進した。

神戸川周辺桜植栽事業
当時教育問題委員会では、半田市
が勧めているあいさつ運動の機運を
高めるためにあいさつ運動ピンバッチ
「天使のつばさ」を作成。
会員企業をはじめ多くの方々に購入
いただき、その収益金で半田市内の
小中学校の児童・生徒（約12,000
人）に無償で配布して、この運動を一
層盛り上げる活動をした。

２００９年（平成２１年） 

あいさつ運動の一環として、第1回あいさつ川柳コンクールを開催した。
現在もあいさつ川柳コンクールは継続しており、毎回市内小中学生から
はもちろん、市外・県外からも応募があり、2,500名を超える応募がある。

２０１０年（平成２２年） 
あいさつ川柳コンクール

当時の観光振興委員会が主管し、第1回検定試験
を2010年（平成22年）10月3日に開催した。受験申
込者は579名（当日は555名受験）、合格者は219名
（合格率39.5％）であった。

２０１０年（平成２２年） 半田ふるさと検定

創立120周年の年を機に、地域活性化に繋がる新たな仕掛けと仕組みづくりを始めた。そのキー
ワードとして、知多半島地域の発展に大きく寄与した「醸造」と、その年に生誕100年を迎えた
「新美南吉」。それぞれを「醸－KAMOSU－プロジェクト」、「南吉プロジェクト」として展開した。
「醸－KAMOSU－プロジェクト」は「親しむ」、「学ぶ」、「繋ぐ」の3つの
方向性をもって事業を展開、「南吉プロジェクト」は「心ほっこり、懐ほっ
こり」をコンセプトに事業を展開した。2つのオリジナルグッズ「尾しぼり」、
「リボンマグネット」を制作して半田をPRした。

２０１３年（平成２５年） 
創立120周年記念事業　「醸－KAMOSU－プロジェクト」、「南吉プロジェクト」
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お酢で美人計画

半田ふるさと検定試験

あいさつ運動ピンバッチ
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半田商工会議所は今年で創立130周年を迎えます。
そこで今年度のカイギショゲッポウでは、「創立130周年特集」
を毎月掲載します！
前半では、当所が創立した1893年～現在に至るまでの当所の
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す。皆様も、一緒に歴史を振り返ってみませんか？

第5回目の今回は、2004年（平成16年）～2013年（平成25
年）までの10年間を振り返っていきます。

知多酒で乾杯
 ～半田市知多酒で乾杯を促進する条例～

2013年10月2日、半田市は知多半島の蔵元が造る「知多酒」での乾杯を市民に勧める条例を制定しました。
市には知多酒の普及に必要な措置を、市内の酒蔵には乾杯の普及のための取り組みを、市民にはそれらへの協力を
それぞれ求めています。（従わなかった場合の罰則はありません）
この条例は中身は柔らかな「協力の呼びかけ」。酒どころならではのアイデアで、知多酒をはじめとする知多半島の醸
造品や醸造文化、伝統文化への理解を深めてもらうことを目的とし、醸造産業の振興を後押しします。乾杯は「知多
酒でかんぱ～い！」
今年は知多酒で乾杯条例が制定され10周年です。     
        

第１４代会頭　榊原 卓三
２００７年１１月1日～２０１６年10月31日
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10本を植栽した。
その後も事業を進め、2006年（平成18年）に神戸川右
岸沿い（新成岩橋から新宮橋区間）の約800ｍに93本
の桜並木が完成した。
翌2007年（平成19年）から3年間、桜並木の間に低木
「ユキヤナギ」を植樹し、緑化構想を推進した。

神戸川周辺桜植栽事業
当時教育問題委員会では、半田市
が勧めているあいさつ運動の機運を
高めるためにあいさつ運動ピンバッチ
「天使のつばさ」を作成。
会員企業をはじめ多くの方々に購入
いただき、その収益金で半田市内の
小中学校の児童・生徒（約12,000
人）に無償で配布して、この運動を一
層盛り上げる活動をした。

２００９年（平成２１年） 

あいさつ運動の一環として、第1回あいさつ川柳コンクールを開催した。
現在もあいさつ川柳コンクールは継続しており、毎回市内小中学生から
はもちろん、市外・県外からも応募があり、2,500名を超える応募がある。

２０１０年（平成２２年） 
あいさつ川柳コンクール

当時の観光振興委員会が主管し、第1回検定試験
を2010年（平成22年）10月3日に開催した。受験申
込者は579名（当日は555名受験）、合格者は219名
（合格率39.5％）であった。

２０１０年（平成２２年） 半田ふるさと検定

創立120周年の年を機に、地域活性化に繋がる新たな仕掛けと仕組みづくりを始めた。そのキー
ワードとして、知多半島地域の発展に大きく寄与した「醸造」と、その年に生誕100年を迎えた
「新美南吉」。それぞれを「醸－KAMOSU－プロジェクト」、「南吉プロジェクト」として展開した。
「醸－KAMOSU－プロジェクト」は「親しむ」、「学ぶ」、「繋ぐ」の3つの
方向性をもって事業を展開、「南吉プロジェクト」は「心ほっこり、懐ほっ
こり」をコンセプトに事業を展開した。2つのオリジナルグッズ「尾しぼり」、
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開
業

・
知
多
広
域
消
防
司
令
セ
ン
タ
ー
開
設

 

「
ひ
ろ
げ
よ
う
会
員
の
輪
、２
４
０
０
会
員
へ
！！
」

・
平
成
24
年
度
会
員
増
強
大
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施

 

宮
城
県
亘
理
郡
亘
理
町
と
山
元
町
で「
ご
ん
鍋
」を
振
る
舞
う

・
当
所
青
年
部
の
有
志
が
東
日
本
大
震
災
被
災
地
・

・
半
田
教
育
改
革
協
議
会
を
立
ち
上
げ

 
１
９
３
社
、２
１
８
万
円
の
支
援

・「
東
日
本
大
震
災
」災
害
義
援
金
に
当
所
会
員
事
業
所
よ
り

・シ
リ
ア
内
戦
勃
発

・東
日
本
大
震
災

・
創
業
関
連
融
資
利
子
補
給
制
度
が
始
ま
る

・
第
１
回
あ
い
さ
つ
川
柳
コ
ン
ク
ー
ル
を
開
催

・N
P
O
法
人
半
田
市
観
光
協
会
設
立

・
半
田
市
初
の
ご
当
地
検
定「
半
田
ふ
る
さ
と
検
定
」開
催

・「
ア
ラ
ブ
の
春
」が
起
こ
る    

　

 

新
美
南
吉
記
念
館
を
ご
訪
問

・天
皇
皇
后
両
陛
下（
現
、上
皇
上
皇
后
両
陛
下
）、

 

半
田
大
会
開
催

・
日
本
商
工
会
議
所
青
年
部
東
海
ブ
ロ
ッ
ク
大
会

・
第
３
駐
車
場
用
地
を
取
得

・「
緊
急
経
済
対
策
」を
半
田
市
へ
要
望

 

（
教
育
問
題
委
員
会
）

・あ
い
さ
つ
運
動
ピ
ン
バ
ッ
チ「
天
使
の
つ
ば
さ
」を
展
開

・マ
ル
経
融
資
制
度
利
子
補
給
制
度
を
実
施

・「
欧
州
債
務
危
機
」が
起
こ
る

・鳩
山
由
紀
夫
内
閣
成
立（
民
主
党
政
権
成
立
）

・
知
多
半
島
観
光
圏
協
議
会
設
立

・「
夜
間
・
休
日
相
談
窓
口
」を
開
設

・
第
１
回
知
っ
て
得
す
る
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
を
開
催

・
半
田
市
中
心
市
街
地
活
性
化
協
議
会
が
発
足

・G
２０
サ
ミ
ッ
ト
初
開
催

・リ
ー
マ
ン
シ
ョッ
ク

・半
田
市
の
人
口
12
万
人
突
破

・
青
年
部
O
B
会
が
発
足

 

日
本
丸
が
衣
浦
港
に
寄
港

・衣
浦
港
重
要
港
湾
指
定
50
周
年

　

・第
六
回
は
ん
だ
山
車
ま
つ
り
開
催

・ベ
ト
ナ
ム
経
済
産
業
視
察
研
修
会（
中
小
企
業
委
員
会
）

・半
田
市
制
70
周
年
記
念
式
典

・郵
政
民
営
化

 

源
兵
衛
橋
た
も
と
に
記
念
碑
設
置（
地
域
振
興
委
員
会
）

・
源
兵
衛
橋
通
り
に
ケ
ヤ
キ
並
木
完
成 

半
田
運
河
・

・知
多
半
田
駅
前
再
開
発
ビ
ル・ク
ラ
シ
テ
ィ
半
田
オ
ー
プ
ン         

　記
念
式
典

・半
田
市・ミ
ッ
ド
ラ
ン
ド
市
姉
妹
都
市
提
携
25
周
年

・半
田
市
観
光
協
会
事
務
局
が
民
間
運
営
に
移
行

 

文
化
財
に
指
定

・「
亀
崎
潮
干
祭
の
山
車
行
事
」が
重
要
無
形
民
俗

・
県
下
商
工
会
議
所
で
17
番
目
の「
女
性
会
」が
発
足

・愛・地
球
博
長
久
手
会
場
で「
半
田
市
の
日
」催
事
開
催

・
神
戸
川
沿
い
桜
植
栽
事
業
が
ス
タ
ー
ト（
建
設
部
会
）

 

15
周
年
記
念
式
典

・半
田
市・ポ
ー
ト
マッコ
ー
リ
ー
姉
妹
都
市
提
携

 

「
知
多
地
域
創
業
支
援
特
別
融
資
制
度
」が
誕
生

・
新
ビ
ジ
ネ
ス
の
立
ち
上
げ
を
支
援
す
る

・愛
知
万
博
開
催

　

・中
部
国
際
空
港
セ
ン
ト
レ
ア
開
港

・半
田
病
院
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
開
設

・知
多
半
田
駅
前
地
区
市
街
地
再
開
発
ビ
ル
安
全
祈
願
祭

 

特
別
公
演「
吉
本
新
喜
劇
」を
開
催

・
青
年
部
発
足
４０
周
年
記
念
事
業

・
創
立
１
１
０
周
年
記
念
事
業 

中
国
産
業
視
察

２
０
０
４
年
〜
２
０
１
３
年

尾
し
ぼ
り・リ
ボ
ン
マ
グ
ネ
ッ
ト

120周年キッズワークフェス ２０１３

＊太字は当所に関する事柄

「醸-KAMOSU-プロジェクト」
お酢で美人計画

半田ふるさと検定試験

あいさつ運動ピンバッチ
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